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伊丹市定例記者会見 令和7年10月29日(水)

（１） ホタルの里親募集について

（２）「伊丹タウンミーティング」の開催について

（３） 市長公約の着手状況について

（４）「地域医療体制確保の方策」について



ホタルの里親募集について
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担当課：みどり自然課

申し込み方法：はがきに住所、氏名（保護者名）、年齢、
電話番号を書き、〒664-0015 昆陽池３-１ 昆虫館内
伊丹の自然を守り育てる会「ホタルの里親募集」係へ。
受付開始日11月15日、締め切り11月25日（必着）

※ホタルの再生事業の全体スケジュール
・里親説明会・・・・・令和７年12月11日
・幼虫の放流会・・・・令和8年2月下旬～3月上旬
・ホタルの観察会・・・令和8年5月下旬～6月上旬
（放流会、観察会は里親のみ参加可能）

▲放流会の様子

▲幼虫を渡している様子

▲観察会の説明風景

▲説明会の様子

▲ゲンジボタルの成虫

昆陽池公園内にてホタルの再生のため、市民に幼虫の里親を
募集します！！
ホタルの里親説明会

日 時：場所12月11日（木）午後6時30分から
場 所：スワンホールにて
対象者：市内在住者５０組（小学生以下は保護者同伴）
内 容：ゲンジボタルの幼虫を配布します。（放流会ま

での間、各家庭で幼虫を育てていただきます）



「伊丹タウンミーティング」の開催について 担当課：総合政策部 政策室
市民自治部 市民相談課

11月29日
オンライン開催（Zoom）

第1回
12月13日
東リ いたみホール

第2回

日時：１４時～１５時半 日時：１０時～１１時半

（開場時間：９時半～）（入室開始：１３時半～）

参加方法：市ホームページ等に掲載
定員：ありません

参加方法：当日直接会場へ
定員：１００名（先着順）

目的：「市民との対話」により、市民の声を
まちづくりに反映する。

対象：伊丹市に在住・在勤・在学の方だけでなく、
伊丹市政に興味のある方ならどなたでも参加可能。

～伊丹のまちづくりの実現に向けて、誇りあるまちを次の世代へつなぐため、
まちの将来を話し合う～



市長公約の着手状況について
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担当課：政策室

市長公約について
・令和7年4月に市長就任後、誇りあるまちを、次の世代へとつなぐため

「伊丹市が抱える課題への対応」 とともに5つの政策方針を公約に掲げました。

・公約の達成に向け、具体的に取り組んでいく「取組項目」を26項目定めました。

１．未来への投資

次の世代を担う子どもたちの

ための政策を最も大切にします。

２．健康的な暮らし

すべての世代がいつまでも

元気に暮らせる生活を支えます。

３．チャレンジ応援

頑張りたい人が頑張ろうと思える

環境づくりを進めます。

４．安全第一のまち

何が起きても暮らしの安全を

守る準備を整えます。

５．改革の断行

稼ぐ市役所、伝える市役所、

働きやすい市役所を創ります。



市長公約の着手状況について
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担当課：政策室

公約への着手
・市長就任後、半年間で全ての取り組みに着手し、着手率100%を達成しました。

・引き続き、次の世代を担う子どもたちをはじめ、様々な年齢や世代のすべての「人」を中心に

据え、公約の達成に向けて取り組んでいきます。

政策方針 取組項目数 着手件数 着手率

１．未来への投資 3 3 100%(3/3)

２．健康的な暮らし 4 4 100%(4/4)

３．チャレンジ応援 3 3 100%(3/3)

４．安全第一のまち 4 4 100%(4/4)

５．改革の断行 3 3 100%(3/3)

伊丹市が抱える課題への対応 9 9 100%(9/9)

計 26 26 100%(26/26)



市長公約の着手状況について
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担当課：政策室

１．未来への投資
公約項目 取組項目 担当部局 市長就任から半年間の着手内容

習 い 事 へ の 支 援

①
子 ど も の 習 い 事 を 支 援
す る 「 習 い 事 バ ウ
チ ャ ー 制 度 」 の 導 入

特 定 施 策 推 進 班
「 習 い 事 バ ウ チ ャ ー 制 度 」 事 業 開 始 に 向 け て 、
7 月 に 新 組 織 を 設 置 し 、 調 査 研 究 ・ 制 度 構 築 に
着 手 し た 。

教育人材の確保・充実

②
県 と 協 調 し て 、 い じ め
・ 不 登 校 な ど 複 雑 か つ
多 様 な 課 題 に 対 応 で き
る 教 育 人 材 の 確 保 ・ 充
実

教 育 総 務 部
学 校 教 育 部

4 月 か ら 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 ス ク ー ル
ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 、 ス ク ー ル ・ サ ポ ー ト ・
ス タ ッ フ な ど の 支 援 ス タ ッ フ を 県 の 補 助 金 等
を 活 用 し つ つ 配 置 し て い る 。 令 和 8 年 度 に 向 け 、
引 き 続 き 県 へ 支 援 ス タ ッ フ の 財 政 措 置 に 係 る
要 望 を 行 う 。

産 前 産 後 ケ ア の 充 実
③
出 産 前 後 の 子 育 て 世 帯
を 支 え る 環 境 の 充 実

健 康 福 祉 部

4 月 か ら 、 産 後 ケ ア 事 業 に 訪 問 型 を 追 加 し 複 数
回 利 用 を 可 能 に し て お り 、 5 月 か ら 産 婦 健 診 の
費 用 助 成 に つ い て 検 討 し 、 令 和 8 年 度 に 実 施 予
定 。



市長公約の着手状況について
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担当課：政策室

２．健康的な暮らし
公約項目 取組項目 担当部局 市長就任から半年間の着手内容

市 バ ス 特 別 乗 車 証 の
継 続

④
高 齢 者 や 障 が い 者 の 外
出 を 支 援 す る 市 バ ス 特
別 乗 車 証 の 制 度 維 持

健 康 福 祉 部

市 ホ ー ム ペ ー ジ や 広 報 伊 丹 に よ る 周 知 を 継 続 実
施 し て い る ほ か 、 ５ 月 か ら チ ラ シ の 配 架 や 市 庁
舎 デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ 、 出 前 講 座 に よ る 周 知 を
新 た に 実 施 し た 。

フ レ イ ル 予 防 の 充 実
及 び 介 護 度 改 善 の 推
進

⑤
心 身 の 活 力 低 下 に よ る
フ レ イ ル の 予 防 強 化

健 康 福 祉 部
令 和 ８ 年 度 の フ レ イ ル 予 防 、 フ レ イ ル 改 善 事 業
実 施 に 向 け 、 5 月 か ら 具 体 的 な 事 業 内 容 の 検 討 、
事 業 実 施 ス キ ー ム の 整 理 に 着 手 し た 。

⑥
要 支 援 ・ 要 介 護 状 態 の
悪 化 の 防 止 ・ 改 善 の 推
進

健 康 福 祉 部
令 和 ８ 年 度 の 介 護 度 改 善 事 業 実 施 に 向 け 、 5 月
か ら 具 体 的 な 事 業 内 容 の 検 討 、 事 業 実 施 ス キ ー
ム の 整 理 に 着 手 し た 。

健 康 づ く り 支 援
⑦
市 民 の 主 体 的 な 健 康 づ
く り を サ ポ ー ト

健 康 福 祉 部

健 康 教 育 に 関 心 を 持 っ て い た だ く た め 、 6 月 か
ら 各 種 事 業 の 対 象 者 の 見 直 し な ど に 着 手 し た 。
ま た 、 各 種 健 診 ・ 検 診 の 現 状 把 握 と 分 析 を 進 め 、
受 診 率 向 上 に 向 け て 、 1 0 月 に 実 施 体 制 （ 集 団
健 診 ・ 検 診 ） 等 の 整 理 に 着 手 し た 。



市長公約の着手状況について
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担当課：政策室

３．チャレンジ応援
公約項目 取組項目 担当部局 市長就任から半年間の着手内容

伊 丹 空 港 の 国 際 線 就 航
の 推 進

⑧
安 全 ・ 環 境 対 策 及 び 国 際
線 就 航 に 必 要 な 規 制 緩 和
に 向 け た 要 望

都 市 活 力 部
7 月 か ら 8 月 に か け 、 安 全 ・ 環 境 の 確 保 及 び 国 際 線 の
運 用 規 制 の 見 直 し に つ い て 、 周 辺 市 や 県 と 連 携 し て
関 係 機 関 に 要 望 し た 。

ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 拠
点 の 充 実 等

⑨
新 し い ビ ジ ネ ス を 興 す た
め の 支 援 制 度 を 充 実

都 市 活 力 部

5 月 に 、 創 業 支 援 事 業 の 関 連 施 設 （ 商 工 会 議 所 等 ）
へ の ヒ ア リ ン グ や 講 座 ア ン ケ ー ト 内 容 の 調 査 を 行 い 、
課 題 と 方 向 性 の 把 握 に 着 手 し た 。 そ の 結 果 を 受 け 、
7 月 に 創 業 支 援 講 座 を 3 種 類 か ら 6 種 類 に 増 加 し て
（ I C T 関 連 の 講 座 等 を 追 加 ） 実 施 し た ほ か 、 8 月 に
市 の 支 援 情 報 に 加 え て 国 や 県 な ど の 支 援 情 報 も 集 約
し た ホ ー ム ペ ー ジ を 作 成 し て 公 開 し た 。

⑩
女 性 が あ ら ゆ る ラ イ フ ス
テ ー ジ で 自 分 ら し く 活 躍
で き る た め の 施 策 を 充 実
（ 女 性 の 悩 み 相 談 窓 口 の
強 化 ）

市 民 自 治 部

1 0 月 1 日 か ら 、 様 々 な 悩 み を 抱 え る 女 性 の た め の
「 女 性 の よ り そ い 相 談 室 」 と し て 専 用 ダ イ ヤ ル の 設
置 と メ ー ル 相 談 ( 2 4 時 間 受 付 ) を 開 始 し 、 相 談 窓 口 の
拡 充 を 行 っ た 。 ま た 、 市 ホ ー ム ペ ー ジ の A I チ ャ ッ ト
ボ ッ ト に よ る 情 報 を 更 新 し 、 適 切 に 相 談 窓 口 へ の 案
内 が で き る よ う 環 境 整 備 を 行 っ た 。



４．安全第一のまち
公約項目 取組項目 担当部局 市長就任から半年間の着手内容

統 合 新 病 院 の 整
備 推 進

⑪
統 合 新 病 院 の 整 備 や 医
療 サ ー ビ ス の 強 化

市 立 伊 丹 病
院 ・ 統 合 新 病
院 整 備 推 進 班

・ ９ 月 に 土 壌 汚 染 対 策 工 事 を 完 了 し た 。
・ 西 棟 （ 基 幹 病 院 ） 整 備 に 係 る 掘 削 、 基 礎 躯 体 工 事 を 施 工 中 、 令 和

8 年 度 に 完 了 予 定 。
・ 西 棟 導 入 の 医 療 機 器 に つ い て は 選 定 に 向 け 、 各 部 門 に て 検 討 中 、

開 院 ま で に 導 入 完 了 予 定 。
・ 近 畿 中 央 病 院 の 診 療 休 止 を 踏 ま え 、 地 域 医 療 提 供 体 制 の 確 保 及 び

統 合 新 病 院 の 開 院 に 向 け 、 令 和 8 年 度 以 降 必 要 と な る 人 材 確 保 に
向 け 関 係 各 所 と の 調 整 に 着 手 し た 。

・ 急 性 期 充 実 体 制 加 算 等 の 新 た な 診 療 報 酬 加 算 の 確 保 に よ り 収 入 増
加 を 図 る と と も に 、 厳 し い 経 営 状 況 と 資 金 収 支 の 状 況 を 踏 ま え つ
つ 、 収 支 見 通 し の 見 直 し に 着 手 し た 。

・ 令 和 5 年 度 ～ 令 和 9 年 度 を 期 間 と す る 市 立 伊 丹 病 院 経 営 強 化 プ ラ
ン を 推 進 す る た め 、 経 営 状 況 等 に 関 す る 評 価 報 告 を 実 施 し て い る 。
（ 令 和 6 年 度 決 算 分 は 令 和 8 年 1 月 を 目 途 に 評 価 報 告 予 定 ）

地 域 防 災 力 の 強
化

⑫
緊 急 事 態 に 対 応 す る た
め の 国 ・ 県 ・ 地 域 と の
連 携 強 化

総 務 部

・ ９ 月 以 降 に 予 定 さ れ て い る ６ 小 学 校 地 区 の 自 主 防 災 訓 練 に お い て 、
組 立 式 仮 設 ト イ レ を 使 用 し た 設 置 訓 練 を 計 画 し た 。 ( 9 月 : 1 小 学
校 地 区 、 1 0 月 : 1 小 学 校 地 区 、 1 1 月 : 3 小 学 校 地 区 、 2 月 : 1 小 学
校 地 区 ）

・ 毎 月 1 回 の 頻 度 で L I N E 『 伊 丹 市 防 災 』 に よ り 配 信 し て い る 防 災
コ ラ ム 「 そ な え る 防 災 伊 丹 」 を 、 ６ 月 か ら Ｘ で も 配 信 を 開 始 し た 。

・ 7 月 に 「 電 動 車 両 等 の 支 援 に 関 す る 協 定 」 、 8 月 に 「 生 活 物 資 の
供 給 に 関 す る 協 定 」 、 1 0 月 に 「 災 害 時 に お け る 災 害 対 応 支 援 に
関 す る 協 定 」 の 計 3 件 の 災 害 時 応 援 協 定 の 締 結 を 行 っ た 。

市長公約の着手状況について
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担当課：政策室
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担当課：政策室

４．安全第一のまち
公約項目 取組項目 担当部局 市長就任から半年間の着手内容

都 市 農 業 の 振 興 等

⑬
都 市 農 業 の 振 興 等 、 地
産 地 消 の 推 進

都 市 活 力 部

・ 4 月 に 、 都 市 農 業 活 性 化 推 進 事 業 補 助 金 の 補
助 対 象 事 業 や 申 請 方 法 に つ い て 、 農 会 長 会 を
通 じ て 全 市 内 農 業 者 へ 案 内 を 配 布 し た

・ 4 月 か ら 、 公 設 市 場 の H P や S N S を 通 じ て
市 内 農 産 物 の P R を 行 っ た 。

・ 6 月 か ら 、 農 業 祭 、 農 産 物 品 評 会 等 の イ ベ ン
ト に つ い て 実 行 委 員 会 を 開 催 す る 等 、 実 施 に
む け て 準 備 を 開 始 し た 。

⑭
有 機 農 産 物 を 活 用 し た
給 食 提 供

学 校 教 育 部

7 月 に 、 中 学 校 給 食 で ズ ッ キ ー ニ 、 ナ ス を 活 用
し た 給 食 を 提 供 し た 。 １ １ 月 に は ほ う れ ん 草 、
１ ２ 月 に は 小 ・ 中 学 校 給 食 で 有 機 米 を 活 用 し た
給 食 を 提 供 予 定 。



市長公約の着手状況について

11

担当課：政策室

５．改革の断行
公約項目 取組項目 担当部局 市長就任から半年間の着手内容

市 長 退 職 金 に 成 果 報
酬 の 仕 組 み を 導 入

⑮
市 長 退 職 金 に 外 部 意 見
に よ る 評 価 シ ス テ ム を
導 入

総 合 政 策 部
総 務 部

４ 月 か ら 、 ロ ー ド マ ッ プ 作 成 に 向 け て 事 業 実 施
手 法 等 に つ い て 調 査 ・ 研 究 を 開 始 し 、 先 進 市 へ
ヒ ア リ ン グ を 実 施 し た 。

改 革 に 向 け た 民 間 人
材 の 活 用

⑯
市 の 広 報 力 向 上 の た め
の 民 間 人 材 の 活 用

総 合 政 策 部
1 0 月 か ら 、 市 の 施 策 や 魅 力 を P R す る 広 報 物 デ
ザ イ ン や 動 画 制 作 を 担 う 人 材 の 募 集 を 開 始 し た 。

⑰
組 織 課 題 の 解 決 や 働 き
が い の あ る 職 場 づ く り
の た め の 民 間 人 材 の 活
用

総 合 政 策 部
総 務 部

7 月 2 5 日 付 で C H R O ( 副 市 長 ) を 補 佐 す る 委 託
業 務 契 約 を 締 結 し た 。 8 月 か ら 伊 丹 市 ヒ ュ ー マ
ン リ ソ ー ス 戦 略 推 進 本 部 の 本 部 長 補 佐 官 に 登 用
し 、 研 修 会 講 師 や 職 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 向 上 施
策 に 着 手 し た 。
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伊丹市が抱える課題への対応
公約項目 取組項目 担当部局 市長就任から半年間の着手内容

部 活 動 の 円 滑 な 地 域
移 行 の た め の 支 援

⑱
多 様 で 安 全 な 地 域 ク ラ
ブ 活 動 を 支 援 す る 組
織 ・ 制 度 の 創 設

未 来 教 育 プ ロ
ジ ェ ク ト

令 和 ８ 年 度 中 の 完 全 移 行 に 備 え 、 令 和 ７ 年 ４ 月
に 地 域 ク ラ ブ を 支 援 す る 中 間 支 援 団 体 の 実 証 事
業 及 び 登 録 地 域 ク ラ ブ の 選 定 に 着 手 し た 。

J R 伊 丹 駅 前 の 各 種 施
設 の 有 効 活 用

⑲
演 劇 ホ ー ル 跡 の 利 活 用 総 合 政 策 部

7 月 に 、 演 劇 ホ ー ル 跡 利 活 用 事 業 公 募 型 プ ロ
ポ ー ザ ル 審 査 会 を 設 置 し 、 第 1 回 審 査 会 を 経 て 、
募 集 要 項 等 を 策 定 の 上 、 8 月 1 8 日 か ら 事 業 者 の
募 集 を 開 始 し た 。
1 1 月 1 7 日 ま で の 募 集 期 間 終 了 後 、 審 査 会 に お
い て 事 業 者 選 定 を 行 い 、 令 和 7 年 度 内 に 事 業 者
を 決 定 予 定 。

公 共 施 設 再 配 置 基 本
計 画 の 推 進

⑳
再 配 置 方 針 に 基 づ く 公
共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト の
推 進

総 合 政 策 部
6 月 2 5 日 に 、 施 工 業 者 と 工 事 請 負 契 約 を 締 結 し 、
令 和 ８ 年 ６ 月 竣 工 に 向 け て 整 備 を 開 始 し た 。



伊丹市が抱える課題への対応
公約項目 取組項目 担当部局 市長就任から半年間の着手内容

待 機 児 童 対 策 の 推 進 と
民 間 保 育 所 と の 連 携

㉑
民 間 保 育 所 等 と の 連 携 に
よ る 待 機 児 童 対 策 の 推 進
と 保 育 の 質 の 向 上

こ ど も 未 来 部

・ 5 月 に 、 民 間 保 育 事 業 者 主 催 の 就 職 フ ェ ア に 対 す る
支 援 を 行 う と と も に 、 1 0 月 か ら は 、 保 育 需 要 の 増
加 が 見 込 ま れ る 市 南 部 地 域 で 令 和 9 年 4 月 開 園 の 民
間 保 育 事 業 者 の 公 募 を 開 始 し た 。

・ 4 月 か ら 、 市 内 全 幼 児 教 育 施 設 を 対 象 と し た 職 員 研
修 を 1 0 回 開 催 し た 。 ま た 、 幼 児 教 育 ア ド バ イ ザ ー
訪 問 も 全 施 設 1 回 以 上 実 施 し た 。

・ 幼 保 小 の 架 け 橋 プ ロ グ ラ ム 促 進 に 係 る 事 業 と し て 、
6 月 か ら 、 伊 丹 市 架 け 橋 期 の 教 育 推 進 事 業 の 地 域 部
会 を 市 内 7 拠 点 園 に お い て 各 1 回 開 催 し 、 幼 保 小 の
職 員 が 参 加 し た 。

ボ ー ル 遊 び を 楽 し め る
公 園 の 環 境 整 備

㉒
ボ ー ル 遊 び を 楽 し め る 公
園 の 環 境 整 備 の 推 進

都 市 交 通 部
生 涯 学 習 部

【 ボ ー ル 遊 び を 楽 し め る 公 園 づ く り 】
4 月 ～ 7 月 先 進 自 治 体 の 事 例 調 査 を 実 施 し た 。
6 月 ～ 1 1 月 ボ ー ル 遊 び 利 用 状 況 ・ 啓 発 看 板 設 置 状

況 の 現 地 調 査 を 実 施 し て い る 。
8 月 に 、 ボ ー ル 遊 び を 楽 し め る 公 園 の ル ー ル づ く り
の 手 引 き （ 案 ） の 作 成 に 着 手 し た 。

【 ス ポ ー ツ 施 設 の オ ー プ ン ス ペ ー ス の 活 用 】
6 月 か ら 、 令 和 8 年 度 の 実 施 に 向 け て ス ポ ー ツ 施 設
に お け る 平 日 一 時 開 放 に つ い て の 協 議 に 着 手 し た
ほ か 、 ス ポ ー ツ セ ン タ ー の オ ー プ ン ス ペ ー ス に お け
る バ ス ケ ッ ト ゴ ー ル 設 置 検 討 に 着 手 し た 。

自 習 環 境 の 充 実

㉓
生 涯 学 習 施 設 等 の 自 習 ス
ペ ー ス 増 設 と W i - F i 整 備
の 対 応

生 涯 学 習 部
4 月 か ら 、 生 涯 学 習 施 設 に お け る W i - F i 整 備 に 向 け 、
導 入 希 望 場 所 な ど に つ い て 、 利 用 者 に 対 す る ア ン
ケ ー ト 調 査 や 稼 働 状 況 調 査 を 適 時 実 施 し た 。

市長公約の着手状況について
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伊丹市が抱える課題への対応
公約項目 取組項目 担当部局 市長就任から半年間の着手内容

民 間 と 連 携 し た 放 課
後 児 童 ク ラ ブ 運 営

㉔
民 間 活 力 に よ る 放 課 後
児 童 健 全 育 成 事 業 の 定
員 確 保 と サ ー ビ ス 拡 充

こ ど も 未 来 部
7 月 に 、 令 和 8 年 度 に 私 立 児 童 ク ラ ブ を 新 た に
開 設 す る 事 業 所 を 公 募 し 、 ３ 事 業 所 を 決 定 し た 。

伊 丹 の 魅 力 を ブ ラ ン
ド 化

㉕
暮 ら し や す さ の ブ ラ ン
ド 化

総 合 政 策 部
1 0 月 に 、 ブ ラ ン ド 戦 略 策 定 の た め 市 の 魅 力 に
関 す る 現 状 調 査 分 析 等 を 実 施 す る 委 託 事 業 者 の
選 定 プ ロ ポ ー ザ ル を 公 告 し た 。

㉖
歴 史 、 清 酒 等 の 魅 力 発
信

都 市 活 力 部

・ 5 月 に 、 大 阪 ・ 関 西 万 博 会 場 内 で 開 催 さ れ た
「 ひ ょ う ご フ ィ ー ル ド パ ビ リ オ ン フ ェ ス テ ィ
バ ル 2 0 2 5 」 を 始 め と し た 各 種 イ ベ ン ト で
P R を 実 施 し た 。

・ 8 月 に 、 日 本 遺 産 の 再 認 定 に あ た っ て 必 要 な
地 域 活 性 化 計 画 （ 令 和 8 年 度 ～ 令 和 1 0 年 度 ）
の 素 案 を 作 成 し 、 関 係 団 体 と 協 議 し て い る 。
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担当課：伊丹病院事務局

1．地域医療提供体制の維持

（１）市立伊丹病院において診療科を新設・拡張し患者受入れ体制を整備

（２）市外搬送の多い救急疾患への対応

～近畿中央病院の診療休止を踏まえて～

腎臓内科 耳鼻咽喉科 歯科口腔外科眼 科

⇒ 大学医局との調整により専門医を招聘
② 常勤医招聘 ③ 拡 張① 新 設

令和6年中 合 計

全搬送数 11,377人

対全体割合 100％

市外搬送数 4,020人

対全体割合 100％

専門医の招聘により救急受入れ体制の

強化を図り、市外搬送の多い脳卒中等

の「脳神経外科領域」にも対応

●参考Ⅰ 伊丹市消防局救急搬送患者 （診療科目内訳）

⇒

脳神経内科 脳神経外科

参考ⅰ

内科 脳神経外科

5,244人 1,967人

46.1％ 17.3％

1,249人 791人

31.1％ 19.7％
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2．救急搬送患者受入れ体制の整備

圏域内における機能分化・連携強化の取組み

① 市立伊丹病院において、これまで近畿中央病院

が受入れてきた救急患者を出来る限り受入れ

② 市内医療機関等にて対応可能と判断する場合、

市立伊丹病院からの「転院搬送」を実施

③ 尼崎市消防局からの救急搬送患者に対応するた

め阪神南部の医療機関等とも連携

④ 市内対応が困難な場合に備えて、阪神圏域全体

でフォロー体制を整備

● 救急搬送患者受入れ体制のイメージ

～近畿中央病院の診療休止を踏まえて～

参考ⅱ

● 近畿中央病院受入件数（R6年度実績）

i. 救急搬送患者数 ３，２９９人

ii. 内）伊丹市消防局 １，８３０人

iii. 内）尼崎市消防局 １，３６０人

iv. 内）その他 １０９人

参考ⅲ


